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   第 ４ 回 熊本県議会 厚生常任委員会会議記録 

 

令和２年８月４日(火曜日) 

            午前10時30分開議 

            午前11時17分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

議案第１号 令和２年度熊本県一般会計補

正予算(第８号) 

議案第３号 専決処分の報告及び承認につ

いてのうち 

議案第４号 専決処分の報告及び承認につ

いてのうち 

――――――――――――――― 

出 席 委 員(８人) 

        委 員 長 山 口   裕 

        副委員長 中 村 亮 彦 

        委  員 岩 下 栄 一 

        委  員 藤 川 隆 夫 

        委  員 鎌 田   聡 

        委  員 竹 﨑 和 虎 

        委  員 西 村 尚 武 

        委  員 前 田 敬 介 

欠 席 委 員(なし) 

議   長        池 田 和 貴 

委員外議員(なし) 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

健康福祉部     

部 長 渡 辺 克 淑 

       政策審議監 早 田 章 子 

医 監 迫 田 芳 生 

長寿社会局長 沼 川 敦 彦 

子ども・ 

障がい福祉局長 唐 戸 直 樹 

健康局長 岡 﨑 光 治 

首席審議員兼 

健康福祉政策課長 下 山   薫 

健康危機管理課長 上 野 一 宏 

高齢者支援課長 篠 田   誠 

認知症対策・         

地域ケア推進課長 伊津野 裕 昭 

社会福祉課長 永 野   茂 

子ども未来課長 久 原 美樹子 

子ども家庭福祉課長 坂 本 弘 道 

障がい者支援課長 下 村 正 宣 

首席審議員兼  

医療政策課長 三 牧 芳 浩 

薬務衛生課長 樋 口 義 則 

病院局 

  病院事業管理者 吉 田 勝 也 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

       議事課主幹 平 江 正 博 

     政務調査課主幹 西 村 哲 治 

――――――――――――――― 

  午前10時30分開議 

○山口裕委員長 おはようございます。 

 ただいまから第４回厚生常任委員会を開会

いたします。 

 それでは、本委員会に付託された議案を議

題とし、これについて審査を行います。 

 なお、本日の委員会は、あらかじめ告示さ

れた事件及び緊急を要する事件のみを審議す

る臨時会での委員会であり、本会議を休憩し

ての開催でもありますので、質疑応答は付託

議案に関するものに限らせていただきます。 

 それではまず、議案について執行部の説明

を求めた後、一括して質疑を受けたいと思い

ます。 

 執行部からの説明は、効率よく進めるた

め、着座のまま簡潔にお願いします。 

 それでは、健康福祉部長から総括説明を行

い、続いて、担当課長から順次説明をお願い
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いたします。 

 初めに、渡辺健康福祉部長。 

 

○渡辺健康福祉部長 議案の説明に先立ちま

して、令和２年７月豪雨災害及び新型コロナ

ウイルス感染症への対応について御説明申し

上げます。 

 まず、令和２年７月豪雨への対応について

でございます。 

 先ほど知事からも説明がありましたとお

り、今回の豪雨による河川の氾濫や土砂災害

等により、これまでに65名の貴い命が失わ

れ、9,000棟を超える家屋被害が発生しまし

た。さらに、約1,400人の方が、避難所での

生活を余儀なくされています。 

 健康福祉部では、これまでに県南の16市町

村と県北の10市町の計26市町村に災害救助法

の適用を決定し、関係機関と連携の下、水や

食料など救援物資の提供、保健師などの職員

派遣、応急仮設住宅の建設、さらに多くのボ

ランティアに活動いただくための支援など、

様々な取組を行ってきました。 

 今後も、被災者の救助や一日も早い生活再

建に向けて、被災者に寄り添いながら、全力

で取り組んでまいります。 

 次に、新型コロナウイルス感染症への対応

についてです。 

 いわゆる第２波に備える対策として、ＰＣ

Ｒ検査の対応能力の強化や各地域におけるＰ

ＣＲ検査センターの設置に向けた取組を加速

してきました。 

 医療提供体制についても、感染者受入れ病

床を最大400床確保するとともに、軽症者の

宿泊療養施設を1,430室確保するなど、着実

に強化を進めています。 

 このような中、７月20日以降、新規感染者

が急増し、県内初のクラスターも複数発生し

ました。このため、速やかに積極的疫学調査

を実施し、濃厚接触者等の検査を行うととも

に、厚生労働省クラスター対策班の出動を要

請し、対応に当たっていただきました。 

 また、県民に対しては、特措法第24条第９

項に基づき、不要不急の県境を越えた移動の

自粛や感染防止対策の取組が徹底されていな

いバーやクラブなどの飲食店の利用自粛を要

請しております。 

 引き続き、強い危機感を持って感染防止対

策に万全を期してまいります。 

 続きまして、本議会に提出しております健

康福祉部関係の議案の概要について御説明申

し上げます。 

 今回提出しておりますのは、予算関係３議

案でございます。 

 まず、議案第１号の令和２年度熊本県一般

会計補正予算では、新型コロナウイルス感染

症対策として、患者受入れのための院内感染

防止対策を行う医療機関への助成経費など、

292億3,000万円余の増額、水害対策として、

被災した在宅高齢者への個別訪問を行う介護

支援専門員協会への助成経費など、3,000万

円余の増額をお願いしております。 

 次に、議案第３号及び４号の令和２年度専

決処分の報告及び承認についてにつきまして

は、新型コロナウイルス感染症対策として、

緊急小口資金等の特例貸付けを実施する県社

会福祉協議会の貸付原資に対する助成経費21

億円余、水害対策として、災害救助法に基づ

く救助に要する経費など、199億8,000万円余

をそれぞれ増額する専決処分を行っており、

今回、その承認をお願いするものでありま

す。 

 以上が今回提案しております議案の概要で

ございます。詳細につきましては、関係各課

長が説明いたしますので、よろしくお願い申

し上げます。 

 

○山口裕委員長 引き続き、担当課長より議

案第１号から説明をお願いします。 

 

○下山健康福祉政策課長 健康福祉政策課で
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ございます。 

 令和２年８月補正予算関係について御説明

申し上げます。 

 厚生常任委員会説明資料の２ページをお願

いします。 

 社会福祉総務費でございます。 

 右側の説明欄を御覧ください。 

 １、地域福祉振興費の地域福祉総合支援事

業につきましては、地域の縁がわに関する新

型コロナウイルス感染防止対策を講じるため

の施設整備に要する経費など、活動再開、継

続に要する経費を助成するもので、所要額と

して、2,069万円余を計上しております。 

 以上でございます。御審議のほどよろしく

お願いいたします。 

 

○上野健康危機管理課長 健康危機管理課で

ございます。 

 令和２年度８月補正予算関係について御説

明申し上げます。 

 資料の３ページをお願いいたします。 

 主な項目について御説明いたします。 

 予防費でございますが、11億1,731万円余

の増額補正をお願いしております。 

 まず、説明欄、１の感染症予防費でござい

ますが、主な内容といたしまして、(2)の感

染症指定医療機関運営指導費は、帰国者・接

触者外来を設置する医療機関等において、感

染症対策に必要な設備整備に対する助成でご

ざいます。 

 (3)の感染症医療費は、新型コロナウイル

ス感染症患者のうち、宿泊療養施設を利用す

る方の診療等に必要となる医療費の自己負担

に対する助成でございます。 

 (4)の保健所機能強化事業は、新型コロナ

ウイルス感染症に係る専門家会議の開催に要

する経費及び各保健所が即座に新型コロナウ

イルス感染症に対応できるよう、本庁や医療

機関等とリモートで会議を開催するための機

器整備に要する経費でございます。 

 続いて、４ページをお願いいたします。 

 説明欄、２の感染症発生動向調査費でござ

いますが、(1)の感染症発生動向調査事業の

主な内容といたしまして、まず、②地域外

来・検査センターに執務する医療従事者が安

心して業務を行うことができるよう、民間医

療保険の加入に要する経費に対する助成でご

ざいます。 

 また、１つ下の③は、新型コロナウイルス

感染症に関して、県が行っている行政検査の

一部を医療機関等においても実施できるよう

にするための経費でございます。 

 (2)の感染症発生動向調査事業は、医療機

関等がＰＣＲ検査に必要となる機器の整備費

に対する助成でございます。 

 健康危機管理課は以上でございます。御審

議のほどよろしくお願いします。 

 

○篠田高齢者支援課長 高齢者支援課でござ

います。 

 ５ページをお願いいたします。 

 老人福祉費で２事業ございます。 

 まず、(1)の介護サービス事業所等におけ

るサービス継続支援事業につきましては、感

染者等が発生した介護サービス事業所等にお

いて、サービス継続に要する経費について助

成をするものでございます。 

 次に、(2)の新型コロナウイルス感染症緊

急包括支援事業につきましては、全ての介護

サービス事業所等を対象にしまして、事業継

続のため、感染症防止対策に要する経費につ

いて助成するものが①でございます。②のほ

うが、介護サービス事業所職員への慰労金を

支給するものでございます。 

 高齢者支援課としましては、合計80億

8,300万円の増額をお願いするものでござい

ます。御審議のほどよろしくお願いいたしま

す。 

 

○伊津野認知症対策・地域ケア推進課長 認
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知症対策・地域ケア推進課でございます。 

 資料の６ページをお願いいたします。 

 新型コロナウイルス対策分の補正予算につ

いて説明させていただきます。 

 老人福祉費でございますが、介護従事者等

を対象としました法定研修及び試験における

感染防止対策支援事業につきまして、1,200

万円余の増額補正をお願いするものでござい

ます。この事業は、研修等の実施機関が感染

防止対策を講じて研修を行うために必要な経

費について助成するものでございます。 

 続きまして、18ページをお願いいたしま

す。 

 こちらのほうは、水害対策分の補正予算に

ついて説明をさせていただきます。 

 老人福祉費でございますが、被災高齢者等

把握事業につきまして、2,500万円余の増額

補正をお願いするものでございます。この事

業は、被災者の孤立防止のため、在宅高齢者

に対しまして、個別訪問による状況把握等を

行うために必要な経費について助成するもの

でございます。 

 認知症対策・地域ケア推進課は以上でござ

います。御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

 

○永野社会福祉課長 社会福祉課でございま

す。 

 説明資料の７ページをお願いいたします。 

 新型コロナ対策分の補正予算について説明

をさせていただきます。 

 生活保護総務費でございますが、右側の説

明欄をお願いいたします。 

 まず、(1)の保護施設等に対する新型コロ

ナウイルス対策事業につきましては、872万

円余の増額補正をお願いしております。本事

業は、各施設が感染防止のために購入する消

毒液など衛生用品の購入費などに助成を行う

もので、対象施設に社会福祉協議会などが追

加されたことによる助成額の増でございま

す。 

 (2)の生活困窮者総合相談支援事業につき

ましては、4,650万円の増額補正をお願いし

ております。本事業は、生活困窮者等へ住居

確保給付金を支給するものですが、支給要件

の緩和により申請者が増加していることか

ら、増額を行うものでございます。 

 (3)の救護施設職員への慰労金支給事業に

つきましては、1,011万円余の増額補正をお

願いするものでございます。本事業は、感染

防止対策を講じながら施設運営に務めた救護

施設職員へ慰労金を支給するものでございま

す。 

 (4)の自立相談支援機関等の体制強化事業

につきましては、3,748万円余の増額補正を

お願いするものでございます。本事業は、自

立相談支援機関や家計改善支援事業等への相

談が増加していることから、相談体制の強化

等を図るものでございます。 

 説明資料の８ページをお願いいたします。 

 (5)の保護施設等の事業継続支援等事業に

つきましては、300万円の増額補正をお願い

するものでございます。本事業は、感染者等

が発生した保護施設におけるサービス継続を

支援するために、ほかの施設から応援職員を

派遣した際の人件費等を助成するものでござ

います。 

 (6)の救護施設施設整備事業につきまして

は、1,481万円余の増額補正をお願いするも

のでございます。本事業は、新型コロナウイ

ルスの感染が疑われる入所者が発生した場合

に備え、多床室を個室化する改修経費を助成

するものでございます。 

 以上、社会福祉課の８月補正予算としまし

て、合計１億2,063万円余の増額補正をお願

いしております。御審議のほどよろしくお願

いいたします。 

 

○久原子ども未来課長 子ども未来課でござ

います。 
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 説明資料の９ページをお願いいたします。 

 児童福祉総務費として、13億7,114万円余

の増額をお願いしております。 

 右の説明欄を御覧ください。 

 １、児童健全育成費のうち、(1)子ども・

子育て支援交付金として、４億7,784万円余

を計上しております。これは、新型コロナウ

イルス感染症による学校の臨時休業に伴い、

午前中から開所した放課後児童クラブの経費

等に対し、市町村を通じて助成を行うもので

ございます。 

 次に、(2)新型コロナウイルス感染症緊急

包括支援事業として、８億9,329万円余を計

上しています。これは、保育所等において、

今後の新型コロナウイルス対策を継続してい

くための感染防止対策に要する経費につい

て、市町村を通じて助成を行うものでござい

ます。 

 次に、下段、公衆衛生総務費として8,544

万円余の増額をお願いしております。 

 １、①新型コロナウイルスに感染した妊産

婦に専門職が電話や訪問により相談に応じる

などの支援、そして②感染への不安を抱える

妊婦の方に分娩前のＰＣＲ検査の費用を助成

という２つの支援を行うものでございます。 

 続きまして、10ページをお願いいたしま

す。 

 私学振興費といたしまして、4,800万円の

増額をお願いしております。これは、幼稚園

等に対し、保育所等と同様、今後の感染防止

対策に要する経費を助成するものでございま

す。 

 以上、子ども未来課の補正予算として、15

億458万円余の増額をお願いしております。 

 子ども未来課は以上です。御審議のほどよ

ろしくお願いいたします。 

 

○坂本子ども家庭福祉課長 子ども家庭福祉

課でございます。 

 11ページをお願いいたします。 

 ８月補正、新型コロナ対策分でございま

す。 

 母子福祉費として、10億343万8,000円の増

額補正をお願いしております。 

 説明欄、１の(1)でございますが、ひとり

親世帯臨時特別給付金でございます。これ

は、国の２次補正で措置されました独り親世

帯、主に児童扶養手当を受給されている世帯

となりますが、臨時特別給付金として、基本

給付５万円、子供の２人目以降は３万円加算

されます。さらに、収入減の場合、追加給付

として５万円を給付するものでございます。 

 県は、町村にお住まいの方の分を支給し、

市にお住まいの方は市から支給をされます。

この予算額は町村分のみでございまして、県

全体の支給額は20億円程度を予定しておりま

す。 

 次に、(2)熊本県ひとり親世帯への生活支

援給付金でございます。これは、今申し上げ

た国の給付金に本県が独自に上乗せして、１

世帯当たり２万円を支給するものでございま

す。国の給付金を受給する県内全ての独り親

世帯を対象としております。 

 次に、(3)ひとり親家庭等学習支援・交流

事業でございますが、これは、独り親家庭の

お子さんを対象とした地域の学習支援教室ご

ざいますが、そこに配付するマスク等を県で

一括購入する経費でございます。 

 おめくりいただきまして、12ページをお願

いいたします。 

 児童福祉施設費として、9,616万6,000円の

増額補正をお願いしております。 

 説明欄、１の(1)ですが、新型コロナウイ

ルス感染症緊急包括支援事業は、児童養護施

設における感染防止対策や県の児童一時保護

所における看護師の配置に要する経費とし

て、3,850万円余を計上しております。 

 (2)の児童養護施設等における新型コロナ

ウイルス緊急対策支援事業は、児童養護施設

等の個室化改修や施設における感染防止対策
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に伴う、いわゆるかかり増し経費についての

助成として、5,765万円余を計上しておりま

す。 

 子ども家庭福祉課総額で10億9,960万4,000

円の増額補正となります。御審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

 

○下村障がい者支援課長 障がい者支援課で

ございます。 

 説明資料の13ページをお願いいたします。 

 ８月補正予算、新型コロナ対策分について

御説明いたします。 

 まず、障害者福祉費で23億3,000万円余の

増額補正をお願いしております。 

 説明欄を御覧ください。 

 主なものを御説明いたします。 

 (2)の新型コロナウイルス感染症緊急包括

支援交付金事業(障害分)は、障害福祉サービ

ス事業所における感染防止対策に要する経費

への助成や職員への慰労金の支給を行うもの

でございます。 

 次に、(3)は感染症が発生した事業所など

に対する応援職員の派遣経費について助成す

るものでございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 説明欄の(4)は、新型コロナウイルス感染

症の影響により生産活動が停滞している就労

継続支援事業所に対して、固定経費などの生

産活動に必要な経費について助成すること

で、障害者の工賃の下支えを行うものでござ

います。 

 下段の精神保健費ですが、940万円余の増

額補正をお願いしております。これは、新型

コロナウイルス感染症に係る自殺対策事業と

して、市町村や団体が行う相談体制の強化な

どに要する経費について助成するものです。 

 以上、８月補正予算、新型コロナ対策分と

して、23億4,000万円余の増額補正をお願い

しております。 

 次に、資料の19ページをお願いいたしま

す。 

 ８月補正予算、水害対策分について御説明

いたします。 

 障害者福祉費で1,160万円余の増額補正を

お願いしております。これは、障がい者相談

支援事業連絡協議会が行う被災障害者の状況

把握や支援再開に要する経費について助成を

行うものでございます。 

 障がい者支援課は以上です。御審議のほど

よろしくお願いいたします。 

 

○三牧医療政策課長 医療政策課でございま

す。 

 15ページをお願いいたします。 

 予防費で139億8,919万円余の増額をお願い

しております。 

 右側説明欄の１、感染症予防費(1)の医療

機関感染対策支援事業ですが、これは、院内

感染を防ぎながら地域医療を提供できるよ

う、医療機関における感染拡大防止対策等に

要する費用について助成するものでございま

す。 

 続いて、(2)の新型コロナウイルス感染症

医療従事者派遣体制確保事業ですが、これ

は、重症患者を受け入れる医療機関等に医療

従事者を派遣する医療機関に対し、派遣に必

要な費用を助成するものでございます。 

 続いて、(3)の感染拡大防止のための歯科

医療設備整備事業ですが、これは、歯科また

は歯科口腔外科を標榜する病院における感染

拡大防止のための歯科用吸引装置の設置費に

ついて助成するものでございます。 

 次ページをお願いいたします。 

 (4)の新型コロナウイルス感染症入院医療

機関設備整備事業ですが、これは、入院患者

を受け入れる医療機関における人工呼吸器等

の設備整備に要する経費について助成するも

のでございます。 

 (5)の新型コロナウイルス感染症医療機関

緊急包括支援事業ですが、これは、医療機関
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等に勤務し、患者と接する医療従事者や職員

に対し慰労金を支給するものでございます。 

 以上、御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

 

○樋口薬務衛生課長 薬務衛生課でございま

す。 

 資料の17ページをお願いいたします。 

 薬務費について、９億4,868万円の増額を

お願いしております。 

 右の説明欄をお願いいたします。 

 １、薬務行政費ですが、(1)の薬局におけ

る新型コロナウイルス感染症拡大防止対策等

支援事業は、感染拡大を防ぐための取組を行

う薬局に対して、感染防止対策などに要する

経費について助成するものでございます。 

 次に、(2)の新型コロナウイルス感染症対

応薬局慰労金交付事業は、患者と接する薬局

に勤務する薬剤師等への慰労金を支給するも

のでございます。 

 薬務衛生課は以上でございます。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

 

○山口裕委員長 次に、議案第３号の説明を

お願いします。 

 

○永野社会福祉課長 社会福祉課でございま

す。 

 説明資料の21ページをお願いいたします。 

 社会福祉総務費でございますが、専決処分

を行った21億700万円の承認をお願いするも

のでございます。 

 右側の説明欄でございますが、生活福祉資

金貸付事業につきましては、緊急小口資金等

の特例貸付けを実施する熊本県社会福祉協議

会の貸付原資について、増額して助成を行う

ものでございます。 

 今回の増額によりまして、本年３月のスタ

ート時からの累計で30億6,000万円の貸付原

資を助成するものでございます。 

 社会福祉課の説明は以上でございます。御

審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○山口裕委員長 次に、議案第４号の説明を

お願いします。 

 

○下山健康福祉政策課長 健康福祉政策課で

ございます。 

 資料の22ページをお願いいたします。 

 令和２年度７月に行いました専決予算につ

いて御説明を申し上げます。 

 社会福祉総務費でございます。 

 右側の説明欄を御覧ください。 

 １、地域福祉振興費の災害ボランティアセ

ンター支援事業につきましては、県内在住者

の、社会福祉協議会が実施しますボランティ

ア事業に参加する方々を確保するため、県が

ボランティアバスの運行をするもので、所要

額として、1,898万円余を計上しておりま

す。 

 続いて、２の社会福祉諸費の地域支え合い

センター運営支援事業につきましては、被災

者の日常生活を支え、早期の生活再建を支援

するため、市町村が設置する地域支え合いセ

ンター及び県の支援事務所並びに復興リハビ

リテーションセンターの設置運営経費につい

て助成等を行うものとして、所要額として、

２億2,435万円余を計上しております。 

 続きまして、23ページをお願いします。 

 災害救助費でございます。 

 右側の説明欄をお願いします。 

 １の災害救助対策費の災害救助事業につき

ましては、今回の豪雨災害により県内26市町

村に災害救助法が適用されており、それに基

づいて、避難所の設置、応急仮設住宅の供与

をはじめとした救助の実施に係る経費といた

しまして、194億720万円余を計上しておりま

す。 

 続いて、２の災害弔意金・見舞金の災害弔

慰金事業につきましては、今回の災害により
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亡くなられた方の御遺族に対し、災害弔慰金

を支給する市町村への負担金といたしまし

て、２億4,375万円を計上しております。 

 次に、災害援護資金貸付金でございます。 

 説明欄をお願いします。 

 １、災害援護資金貸付金につきましては、

被災者に対し災害援護資金の貸付けを行う市

町村への貸付金といたしまして、7,650万円

を計上しております。 

 いずれの事業につきましても、迅速かつ的

確な支援を行うとともに、一刻も早く被災者

の不安と痛みを軽減するために必要な予算と

して、７月専決で計上させていただきまし

た。 

 説明は以上でございます。御審議のほどよ

ろしくお願いいたします。 

 

○下村障がい者支援課長 障がい者支援課で

す。 

 説明資料の最終、24ページをお願いいたし

ます。 

 専決処分、水害対策分の報告及び承認につ

いてですが、７月21日付で精神保健費とし

て、1,480万円余の専決処分を行っておりま

す。これは、こころのケアセンターなどによ

る被災者や支援者の心のケアの支援に要する

経費でございます。 

 障がい者支援課の説明は以上でございま

す。 

 御承認のほどよろしくお願いいたします。 

 

○山口裕委員長 以上で執行部からの説明が

終わりましたので、議案について質疑を受け

たいと思います。 

 なお、質疑は、該当する資料のページ番

号、担当課、事業名等を述べた上でお願いい

たします。 

 また、質疑を受けた課は、課名を言って着

座のまま説明してください。 

 それでは、質疑に移ります。 

 質疑はありませんか。 

 

○鎌田聡委員 ３ページの(3)の感染症医療

費、宿泊療養者に対する医療費について、自

己負担分をということでありますけれども、

これは、宿泊療養者というと軽症者のこと 

……。どういう症状の方が対象になるのか教

えてください。 

 

○上野健康危機管理課長 この対象者につき

ましては、ホテルとかを利用する宿泊療養者

に関する助成になりますので、対象者としま

しては、無症状者もしくは軽症者という形に

なります。 

 

○鎌田聡委員 じゃあ、今言われた無症状

者、軽症者の方の自己負担はかからないとい

う理解でいいんですかね。 

 

○上野健康危機管理課長 宿泊されている方

が、症状が出たということで受診をされた場

合の自己負担分ということになります。 

 

○鎌田聡委員 すみません、基本的なことが

私も分かってなくて、ホテルに宿泊する分の

宿泊費というのはどうなっているんですか。

その分じゃないんですか。 

 

○三牧医療政策課長 医療政策課でございま

す。 

 今後出てくるいわゆる宿泊療養の関係です

けれども、宿泊費については公費負担という

ことでなっております。 

 

○鎌田聡委員 分かりました。 

 じゃあ、軽症者、無症状者も、宿泊費も医

療費もないという理解でよろしいんですね。 

 

○三牧医療政策課長 はい。 
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○鎌田聡委員 続けてよかですか。 

 ７ページの(2)生活困窮者総合相談支援事

業で、住居確保給付金の申請者が増加してい

るということでありましたけれども、ちょっ

と現状を教えていただきたい、どのくらいい

らっしゃるのかということ。 

 

○永野社会福祉課長 社会福祉課でございま

す。 

 住居確保給付金につきましては、県のほう

では町村分を担当しております。昨年度が、

１年間で６件だったんですけれども、今年度

が、６月までで41件の申請があっておりま

す。 

 

○鎌田聡委員 これは町村分ですね。だか

ら、市の分は入っていないということで 

……。 

 

○永野社会福祉課長 あくまで町村分です。 

 

○鎌田聡委員 これだけ増えているというこ

とですね。 

 

○山口裕委員長 よろしいですか。 

 

○鎌田聡委員 はい、分かりました。 

 

○山口裕委員長 ほかにありませんか。 

 

○岩下栄一委員 ３ページですけれども、感

染症予防事業費の中で相談窓口の設置に関す

ると……。相談というのは多いんですか。 

 

○上野健康危機管理課長 相談につきまして

は、発生があったときに急激に相談件数が増

える状況にございます。今クラスターが発生

したりしておりますので、今高止まりしてい

る状況になっております。 

 

○岩下栄一委員 濃厚接触者とか、自分がひ

ょっとしたらかかっちょらんかなと思うよう

な人が相談するんですか。 

 

○上野健康危機管理課長 そういった方もい

らっしゃいますけれども、第一義的に、コー

ルセンターを設置しておりますので、そうい

った症状があるような方はコールセンターに

１回かけていただくというふうなことをお願

いしております。 

 ただ、保健所の相談窓口には、もう保健所

に直接電話をかけていただく県民の方、そう

いった方がやはり増えているということ、特

に発生したときには非常に多くなるという状

況になっております。 

 

○岩下栄一委員 私はかかっちゃおらんかな

と思う人が相談するわけですね。 

 

○上野健康危機管理課長 そういった方も非

常に多く電話かけてきていただいておりま

す。 

 

○岩下栄一委員 それだけ不安が広がっとる

ということですね。 

 検査センターを増設するということでした

けれども、どこに予算は出ていますかね。機

能強化ですか。 

 

○上野健康危機管理課長 今回計上させてい

ただいているものにつきましては、県北で４

か所、県南で３か所分の検査センターの設置

に係る経費を計上させていただいておりま

す。 

 

○岩下栄一委員 ありがとうございました。 

 

○山口裕委員長 ほかにありませんか。 

 

○藤川隆夫委員 現在、コロナ感染症の数が
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増えてきておりまして、多くの病床が少しず

つでありますけれども、埋まり始めておりま

して、今日の朝の新聞だと30％超えているよ

うな話がありました。その中で、現在、中等

症以上の方がどの程度いるのかというのと、

今県北の病院で、軽症者、無症状者でベッド

が埋まりつつあるという話も聞いております

ので、その部分に関しましては、宿泊療養施

設のほうへの移動がそろそろ始まるんだろう

というふうに思っておりますけれども、その

状況を少し教えていただければと思います。 

 

○三牧医療政策課長 まず、委員お尋ねの中

等症の関係ですけれども、現在、入院患者 

132名のうち、中等症が８名ということにな

っております。なお、重症はゼロでございま

す。軽症、無症状というのが、結局９割近く

を占めているという状況になっております。 

 委員おっしゃるとおり、現在、県としまし

ては、入院病床を最大400床確保していると

いうことでしておりまして、その患者数の増

加に応じて、対応可能な病床数を少しずつ空

けているというような状況になっておりま

す。 

 なお、今申しましたとおり、軽症、無症状

者が９割近く占めているということから、一

応今週中には、宿泊療養、いわゆるホテル活

用を実施してまいりたいというふうに考えて

いるところでございます。 

 なお、現在、クラスターがいろいろ発生し

ております。県北地域で、ちょうど山鹿と有

明保健所の管内でですね。その関係で、当然

うちは入院調整を図っているんですけれど

も、そのエリアだけでは、もうカバーし切れ

ないような状況になっておりますので、いわ

ゆる広域調整、ほかのエリアの医療機関に転

院、搬送するケースがございます。そのた

め、若干時間がかかるというか、一部待機を

しなきゃいけないというようなケースも出て

おりますが、今後その宿泊療養も開始してま

いりますし、また、ベッドの数のほうも、少

しずつまた空けて増やしてまいりますので、

現行体制で何とか頑張ってまいりたいという

ふうに考えているところでございます。 

 

○藤川隆夫委員 今ので大体状況は分かりま

した。 

 じゃあ、現在、在宅、自宅にいらっしゃる

方はいらっしゃるんでしょうか。 

 

○三牧医療政策課長 今把握している限りで

は、山鹿のほうに１世帯いらっしゃるという

ふうに伺っております。非常に本人の強い希

望があったということで、ここは、夫婦と子

供１人という家族で、家族感染という形でな

っておりまして、保健所のほうでフォローア

ップしながら対応するように努めているとこ

ろでございます。 

 

○藤川隆夫委員 大体の方は病院等に入られ

て管理をされているという状況だろうと思い

ますので、少しは安心しましたけれども、突

然重症化することもあるわけで。 

 先ほど、こういう軽症者の方々を病院から

宿泊施設への移動が始まるという話なんです

けれども、この移送等に関しましては、どう

いうふうな形で移送をされるのか、それもも

う既に決めてあると思いますけれども、教え

てください。 

 

○三牧医療政策課長 通常の転院につきまし

ては、大体保健所と消防署のほうでの調整ご

ざいますけれども、そのほか、民間の福祉タ

クシー的な車両を県のほうで契約しておりま

して、そちらのほうでピストン輸送というこ

ともちょっと検討しているところでございま

す。 

 

○藤川隆夫委員 分かりました。 

 もう１点、いいですか。 
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 ＰＣＲ検査センターの件なんですけれど

も、現在322で、それを522まで増やすという

ふうに知事がおっしゃったというふうに思っ

ています。最終的には1,400を超えるＰＣＲ

の検査が一日にできる形をつくろうという形

に今動いていらっしゃると思いますけれど

も、実は、医療機関の中に、民間なんですけ

れども、こういう形でＰＣＲの検査ができる

体制を取りたいんだけれども、実は、中で働

いている従業員から反対があったり、逆に言

うと、そこを開けることによって、その病院

自体が新型コロナの患者さんを扱うというこ

とによる風評被害等で、それをためらってい

るような、実は医療機関も少し出てきている

というふうに私も聞いておりますので、この

1,400というのは、ある程度、大体固まった

ような数字なのかどうか、それと今言った形

で辞退されるようなケースも今後出てくるか

もしれませんので、それも踏まえて今後どう

されるのか教えてください。 

 

○上野健康危機管理課長 健康危機管理課で

ございます。 

 委員今御指摘の民間の医療機関の検査とい

うことですが、今回の予算では27台分、民間

の医療機関で設置をしたいという御要望があ

りまして、要求をさせていただいているとこ

ろでございます。 

 もう既に国のほうから前倒しで買ってもい

いよという指示もあっておりますので、既に

購入いただいているところもございますし、

納品待ちというところもございます。また、

導入されるところに関しましては、臨床検査

技師さんの研修会とか、そういったことも企

画をしておりますので、今のところ、ちょっ

と辞退しますというお声はいただいていない

ところでございます。 

 

○藤川隆夫委員 ありがとうございました。 

 一日にできるＰＣＲの検査の数、やっぱり

ある程度ないと県民も安心しない部分があろ

うかというふうに思っておりますので、ぜひ

最初の目標の、まずは1,400を頑張って設置

してやっていただくような形を取っていただ

ければと思いますので、よろしくお願いしま

す。 

 

○山口裕委員長 ほかに質疑ありませんか。 

 

○岩下栄一委員 マンパワーの問題ですけれ

ども、県内のある公立病院で空きベッドが10

床あると。でも、10人はとても受け入れられ

んと。というのが、人がいないと。せいぜい

２人しか対応できないということですけれど

も、そういう人手の問題ですけれどもね、充

足しているわけですかね、病院の。 

 

○三牧医療政策課長 医療政策課でございま

す。 

 今医療機関のマンパワーについてのお尋ね

ございました。 

 結論から申しますと、まず、不足している

という状況になっております。通常医療機関

といいますと、医師と看護師という形になり

ますけれども、医師につきましては、県全体

で考えると、ある程度は充足しております

が、やっぱり地方の医療機関が不足している

といった状況になっております。 

 また、その傾向が特に顕著になっているの

が看護師になっておりまして、市内の医療機

関は、ある程度の数は確保しておりますけれ

ども、地方の医療機関では、看護師が不足し

ている。今委員がおっしゃったマンパワーが

不足しているというのは、まさにその地方の

医療機関のことだと思います。 

 なお、県としましては、そういった対策に

対応するために、看護学校等に対して、奨学

資金について、地方で勤務した場合は奨学金

の減免とか、そういう形で医療従事者を地方

に流すような対策に取り組んでいるところで
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ございます。 

 また、医師につきましても、ネットワーク

推進制度ということで、地方の拠点病院に熊

本大学から医師を派遣していただいて、そこ

を拠点にして、地方の医療機関に医師を派遣

するというふうな対策も取っているところで

ございます。 

 

○岩下栄一委員 この間、ちょっと状況を聞

いたある公立病院でしたけれども、10床ある

けれども人がいないということで、ちょっと

頭を抱えていましたけれども、看護師のＯＢ

といいますかね、看護師を退職した方々が結

構たくさんいらっしゃるということで、そう

いう人たちへの呼びかけなんていうのは、県

ではなさらんのですか。 

 

○三牧医療政策課長 県の看護協会と県のほ

うでタイアップしながら、いわゆる看護師Ｏ

Ｂというか、子育てのためにうちに入られた

方とか、また、ちょっとベテランの方とか、

そういった方についての登録制度というか、

また、復帰するためのいろんな手だてを看護

協会とともに進めているところでございま

す。 

 

○岩下栄一委員 それは、ぜひやってくださ

い。 

 

○鎌田聡委員 ちょっと今のも関連しますけ

れども、先ほどホテルのほうに今週中に移す

ということでございましたけれども、ホテル

の施設のほうの医療体制、ここに医師とか看

護師も常駐させるんでしょうか、どういう形

でされるのか、教えてください。 

 

○三牧医療政策課長 医療提供体制ですけれ

ども、まず、看護師につきましては、基本的

に２名常駐、24時間体制です。日中が２名、

夜間が１名の常駐体制になっております。そ

れと、医師につきましては、オンコール体制

ということで、看護師が異変に気づきました

ら、直ちに医師のほうに連絡をして、電話も

しくは直接いらっしゃって対応するというよ

うな形で進めているところでございます。 

 

○鎌田聡委員 それは、今回は何施設か分か

れるんですか。――１つ……。 

 

○三牧医療政策課長 一応県で協定結んでお

りますのが16施設ございますが、今回開設し

ようと考えておりますのは１施設でございま

す。 

 

○鎌田聡委員 仮に16施設となった場合も、

その体制は取れるように大体できているんで

すか、医療提供体制は。 

 

○三牧医療政策課長 16施設全て開けるとい

うことについての対応については、またこれ

から全て協議してまいります。何分１施設を

開けますにも、現行体制では県職員が運営と

いう形になっておりますので、人的パワー、

そこら辺も含めて、全ての施設を開けるとい

うことであれば、今後の運営のやり方もまた

検討し直す必要があるかと考えております。 

 

○鎌田聡委員 いろいろ数はそろえてありま

すが、やはりそこでのマンパワーというか、

それが非常に問題になってくると思いますの

で、難しい問題でありますけれども、先ほど

の議論も踏まえて、しっかり取り組んでいた

だきたいと思います。 

 もう１点、すみません。 

 19ページ、障がい者支援課で、水害の関係

になりますけれども、障害者の施設も、この

前ちょっと説明聞いたら、21ぐらい被害に遭

っているということでございますけれども、

これからかどうかあれですけれども、その被

害状況の中で障害者の方の安否状況という
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か、どれだけ、どういう状況になったのか

と、今は施設が再開されていないのであれば

どのようにされているのか、その辺が把握で

きているなら、ちょっと教えていただきたい

と思います。 

 

○下村障がい者支援課長 障がい者支援課で

す。 

 まず、障害者の安否状況についてですが、

第一次のスクリーニングは主に市町村のほう

でやっていただいていまして、安否状況は全

部確認できているということになります。実

際に浸水したのは21施設ございましたが、そ

の中で現在も休所しているというところは11

施設ございます。ただ、ほとんどが通所施設

とか、短期入所の施設ということになってい

ます。 

 

○鎌田聡委員 じゃあ、それぞれに多分安否

状況は確認されていますけれども、現在休所

されているところは、やっぱりもうそこが今

使えないという状況でしょうから、何かほか

を利用されているとか、そういう状況でもな

いんですかね。 

 

○下村障がい者支援課長 ほかのグループホ

ームに行かれてたりとか、あとは避難所に行

かれて、まだ通うことがちょっと、現在では

難しいとかいう方々もおられる状況です。 

 今回増額をお願いした事業につきまして、

相談支援事業所が入って、再開の分について

も支援していくということにしております。 

 

○鎌田聡委員 分かりました。 

 多分、この予算でそのような状況も踏まえ

て、今後のフォローアップということをされ

ていくと思いますので、しっかりと障害者の

方にも寄り添った対応をお願いしておきたい

と思います。 

 以上です。 

 

○山口裕委員長 ほかに質疑はありません

か。 

 なければ、以上で質疑を終了します。 

 それでは、ただいまから、本委員会に付託

されました議案第１号、第３号及び第４号に

ついて、一括して採決したいと思いますが、

御異議ありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり) 

○山口裕委員長 異議なしと認め、一括して

採決いたします。 

 議案第１号外２件について、原案のとおり

可決または承認することに御異議ありません

か。 

  （「なし」と呼ぶ者あり) 

○山口裕委員長 異議なしと認めます。よっ

て、議案第１号外２件は、原案のとおり可決

または承認することに決定いたしました。 

 以上で本日の議題は全て終了しました。 

 最後に、要望書が４件提出されております

ので、参考としてお手元に写しを配付してお

ります。 

 それでは、これをもちまして第４回厚生常

任委員会を閉会いたします。 

  午前11時17分閉会 

 

 

 熊本県議会委員会条例第29条の規定により

ここに署名する 

  厚生常任委員会委員長 


